
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桜樹地区の人口 （前月比） 

男  １１０人  （±０） 

女  １０３人  （±０） 

合  計 ２１３人  （±０） 

世帯数 １３９世帯（±０） 

令和７年８月末日現在 

カラー版は西条市役所ホームページで  
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皆さんお元気ですか。 

長い夏でしたね。おつかれは出ていませんか。 

秋バテなる言葉を耳にするようになりました。 

体調に気をつけましょう。 

今月は桜樹地区住民運動会があります。昨年の

様子に味を占めて（⁉）、晴れても降っても 

体育館で開催します。ぜひご参加くださいね。 

バラ…暑くても機嫌
よく⁉開花。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 桜樹公民館 
開館時間 
開館 ９時００分 閉館 １７時００分 
※貸館が可能な時間は、年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く 

８時３０分～２２時００分まで 

休館日 
◆土曜日、日曜日 
◆国民の祝日に関する法律に規定する休日 
◆年末年始（１２月２９日～１月３日） 

 
 

令和 7 年度桜樹地区敬老会について （報告） 
令和 7 年度、桜樹地区の敬老対象者は、８８人でした。 

米寿の方が２名いらっしゃいました。おめでとうございます。 

地域の民生委員さんが記念品を配布してくださっています。 

臼坂地区では、９月１５日に式典・懇親会が開催されました。 

皆さん、これからもどうぞお元気にお過ごしください。 

令和７年度    今年も開催します！ 

桜樹地区住民運動会のご案内 
 

桜樹地区住⺠運動会を下記の⽇程で開催いたします。 
皆さまお誘い合わせの上、ご参加ご声援くださいますよう 
ご案内申し上げます。 

【日 時】令和７年１０月２６日（日）午前９時から（午前中開催） 

【場 所】旧鞍瀬小学校 体育館 
 

（土足でＯＫ。履きなれた運動のできる靴でお越しください。） 
 

赤・白の２チーム編成です。 
詳しくは同送のプログラムをご覧ください。 

センニンソウ 

昨年の様子 

9/12 
ジャンボぞうり片づけました。 

１０月になっても 

こまめな休憩・エアコン使用・水分補給 

臼坂敬老会の様子 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

日 曜日 内   容 

４ 土 休館日 

５ 日 休館日 

１１ 土 休館日 

１２ 日 休館日     秋祭り（臼坂、明河、千原） 

１３ 月 休館日【スポーツの日】 

１８ 土 休館日 

１９ 日 休館日           秋祭り（鞍瀬） 

２５ 土 休館日            

２６ 日 
休館日          

桜樹地区住民運動会 9：00～旧鞍瀬小学校 

 

♦古紙 (第４火曜日) １０月２８日 

♦ガラスびん・ペットボトル・スプレー缶など 
(第３木曜日) １０月（お休み） 

資源ごみ・危険ごみの拠点回収 

 
桜樹公民館 

●対象ごみ 

①資源ごみ(「びん」は対象外)【缶・古紙・ペットボトル】 

②危険ごみ【水銀系ごみ】  ⇒屋外ストックハウスに 

②危険ごみ【充電池】 ⇒館内専用コンテナに 

●回収時間（時間外施錠します） 
・開館日の午前 9 時から午後 4 時まで 時間厳守 

お楽しみカフェ保井野 
１２月まで 

（毎月第１木曜日） 
10：00～11：30 
保井野集会所 

保井野地区 

移動スーパー 
（隔週水曜日 

   午後３時半頃） 
保井野集会所付近 

１０月は２日 
（予定） 

１０月は 
１日、２２日 

（予定） 

保健センター便り 
☎0897-52-1215 

～『ふらっと茶屋』のご案内～ 参加費無料 

〇日時：10 月 27 日（月）午前 10 時から 

〇場所：丹原公民館 ホール 

〇内容：ハープ・フルートの生演奏 ほか 

    懐メロや季節の歌を一緒に歌いましょう♪ 

※専門職がお困りごとの相談にも応じます。 

お問合せ：西条市地域包括支援センター丹原  

     ☎0898-35-3427 （申込み不要） 

工事の通行制限等によっては、 
予定が変更・中止になる場合があります。 

１０月１５日（水）1６日(木)の 
ごみ収集はお休みです。 

秋祭り（概ね神事のみ。臼坂地区は限られた行程ですが、 
お神輿が出るそうです。） 
10/12（日）臼坂、明河、千原 
10/19（日）鞍瀬 

秋の味覚きのこを使った腸活レシピのご紹介 

きのこの豆乳スープ����� 

〈材料 2 人分〉 

きのこ …160ｇ 

水   …150 ㎖ 

豆乳  …150 ㎖ 

味噌  …小さじ２ 

〈作り方〉 

① 鍋に水ときのこを入れて煮る。 

② 火が通ったら豆乳を入れ温める。 
※豆乳は分離してしまうため沸騰させないように注意する。 

③ 味噌を溶かし入れる。 

西条市ホームページには毎月様々なテーマの栄養士だよりを掲載しています。ご覧くださいね。 

食物繊維 と 発酵食品 で善玉菌を増やそう 
（きのこ・豆乳）   （みそ） 

 

駐在さんのお話を聞く  自分の生命、財産を守りましょう！ 
９月１２日、西条市地域包括支援センター丹原の計らいで、ひまわり会
（編み物教室）の皆さんと中川駐在所長野氏のお話を聞きました。 
納屋や倉庫にも鍵をかけていますか？という質問から始まり、知らない
人を絶対に家の中に入れないこと、特殊詐欺被害を防ぐため国際電話
番号の発着信を休止する手続きの方法などを教わりました。 



    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ 

革細工教室 8/20（水）  
免許証が入る大きさの小銭入れを作りました。 

10 月 31 日まで延長決定！ 
地域応援 LOVE SAIJO ポイント 

プレミアムチャージキャンペーン 
 

LOVE SAIJO ポイントチャージキャンペーンの延長
が決定しました！ 
引き続き、LOVE SAIJO ポイントをチャージ（交換）
された方には、金額の 10％分（最大 2,000 ポイント）
を上乗せ付与します！ 
▼チャージ期間 

10 月 1 日（水）～10 月 31 日（金） 
▼窓口 

市役所本庁または西部支所 
平日 10 時～16 時 

※詳細は広報さいじょう 10 月号をご覧ください。 
【お問合せ先】LOVE SAIJO ポイント相談窓口 

TEL 0897-66-9852（平日 10 時～17 時） 

高齢運転者交通安全教室を開催します！ 
 

自動車を運転される高齢者の方を対象に、体験型の 
交通安全教室を開催します。ドライブレコーダーによる   
御自身の運転の再確認や踏み間違い加速抑制システム
などを体験することができます。ぜひ、御参加ください。 
 
○日 程：令和７年 11 月 17 日（月） 

○時 間：午前の部 9 時～12 時、 

午後の部 13 時 30 分～16 時 30 分 

     ※申込時にどちらか希望をお伝えください。 

○場 所：西条ドライビングスクール 

（西条市石田 284 番地） 

○対 象：市内在住のおおむね 65 歳以上の方で、自動車

運転免許をお持ちの方 

○定 員：午前・午後でそれぞれ 21 人（先着順） 

〇応募締切：11 月４日（火） 

〇その他：当日は、運転免許証と眼鏡等運転に必要なもの

をお持ちください 

○申込先：西条市役所危機管理課くらし安全係 

TEL0897-52-1284（直通） 

「怪しい」と思ったら遠慮なくご相談を 
西条西警察署 0898-64-0110 
警察安全相談総合ダイヤル #9110 

次回は来年１月に 
干支《馬》のストラップ・
キーホルダー作りを 
予定しています。 ��	
��
� 
詳しくは 12 月号で…。 

金型や染料で模様や
色をつけます。裏の革
貼りとスナップつけを
先生に託します。 
あとは周りを革ひもで
縫ってできあがり。 

それぞれ 
素敵な逸品ですね。 

← クサギの花と揚羽蝶 
（鞍瀬・一本木） 

第１８回 田滝の収穫祭 
 
田滝地区において、「第１８回 田滝の収穫祭」を 
開催します。 
皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。 
なお、荒天の場合は中止にさせていただきますので、 
ご了承ください。 
 
 

●日 時：１０月１９日（日）午前９時～１３時 

      田滝小学校児童によるアトラクション 

９時～・９時２０分～ 

      各種販売 ９時３０分～ 

●場 所：田滝集会所 他 

●内 容：子ども芋ほり体験（※手袋持参）、焼き芋、 

かき氷、ドラム缶ピザ、農作物等の販売(予定)、 

柿の皮むき大会 他 

●主 催：田滝自治会・明日の田滝を考える会 

●後 援：田滝小学校 

●問合せ：高橋寿夫 ℡090-7780-6001 

徳田公民館 ℡0898-68-7027 
 

大雨の前に… 
・ハザードマップの確認 
・側溝などの清掃 
・非常用品の確認 

農機具の展示も
見に来てね！ 

今年は戦後８０年。 

８月には平和を願う展示会「戦後 80 年戦争と平和
について」が徳⽥公⺠館で開催され、町内在住の
方が所蔵されている戦没者の遺品、遺作等が展示
されました。あらためて平和の尊さについて考え
る機会をいただきました。� 

令和７年度 ⻄条市合同追悼式 

令和７年 10 月 25 日（土）開式 14 時 
⻄条市丹原⽂化会館⼤ホール 
（※参加料無料・事前申込不要） 



 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 9 月 10 日 
～毎月 10 日は人権を考える日～ 

 
戦後８０年と「アンパンマン」 

 
人権侵害の最たるものは、「戦争」「差別」である。（松本治一郎の遺訓）「戦争」は、人々の

さまざまな権利と人権を奪うものである。したがって、「戦争は差別」である。 

 

 

 

 

 

２０２５年（令和 7 年）度前期に放送の NHK 

「連続テレビ小説」第 112 作で放送されている 

「あんぱん」。絵本「アンパンマン」を生み出した高知県出身の「やなせたかし」さんとその妻「小松暢」

の生涯を描いたものである。やなせたかしさんは、戦前から戦後にかけて生き抜いた人である。また、戦争

体験者でもあり、最愛の弟をこの戦争で亡くされている。やなせたかしさんは、NHK の「１００年インタ    

ビュー」という番組の中で、アンパンマンに込めた想いを語られていた。「正義のための戦争」なんてない

こと、正義なんて逆転するということを力説されている。従軍したとき、「中国の民衆を救わなくてはいけ

ない」と言われた。しかし、戦争が終わってみると、「自分たちは悪くて、侵略した」ことになっていた。 

 今、ウクライナとロシア、イスラエルとパレスチナが戦争をしている。これらの戦争をみても、どちらに

も言い分がある。真実は一つのはずであるが、戦争を正当化しようとしている面もみられる。差別も同様で、

差別している者は、「差別することは、しかたないことで正しい」と主張する。それは、すべて「偏見」に

基づくものであることは明白でなのである。作家の梯（かけはし）久美子さんは、「やなせたかしの生涯」

（文春文庫）という本の中で、やなせたかしさんについて次のように書いている。 

〇 絵本「あんぱんまん」の中でいちばん描きたかったのは、おなかをすかせた人に食べさせて顔がなくなって

しまったアンパンマンが、エネルギーを失って失速するところだった。そこには「正義を行い、人を助けよう

としたら、自分も傷つくことを覚悟しなければならない」という考えがある。 

〇 自分の食べものをあげてしまったら、自分が飢えるかもしれない。権力に対して声をあげれば、自分の立場

が不利になるかもしれない。子どもなら、いじめられている友だちをかばったら、自分がいじめの標的にされ

るかもしれない。それでも、信念をつらぬきたいと思ったとき、勇気がわいてくる。 

と、やなせたかしさんは考えていたという。そこで、アンパンマンを、あえて「弱いヒーロー」にして、     

弱いものであっても勇気を出したとき、ほんとうのヒーローになれるという考えである。アンパンマンは 

顔がぬれたり汚れたりするとすぐパワーがなくなる。もう一度人を助けられるようになるには、新しい顔を

作ってもらうしかない。そのためにはジャムおじさんという「仲間」がいたのである。しかも、悪者のバイ

キンマンに対しては、悪者という「偏見」や「決めつけ」を一切しない。しかし、バイキンマンの悪い行い

に対しては毅然とした態度をとるのである。 

これらが、戦争を体験したやなせたかしさんの絵本「アンパンマン」に込めた想いと「正義」のとらえ方

であったようだ。学校教育の人権・同和教育の中の「道徳」において、「正義」の題材が多く使われている。

「正義」とは、誰に対しても差別をすることや偏見をもつことなく、公正、公平な態度で接し、正義の実現

に努めること（道徳学習指導要領）とある。しかし、教師がこの「正義」をどう指導をすることが望ましい

のだろうか。小・中学校で、「正義」を題材とした道徳の人権・同和教育の授業を参観することがある

が、子どもたちはどう考えているのだろうか。 
 
 

西条市人権教育協議会  西条市人権擁護課 

��松本治一郎（まつもとじいちろう）1887～1966 政治家・実業家、1925 全国水平社中央委員会議長 

１ 戦争（差別）をすることは、 
 ・相手の様々な権利と人権を奪う。 
 ・「生きる」ことの権利を奪う。 

２ 戦争（差別）をする者は、戦争（差別）を
することを正当化しようとする。 

 

爆弾が落ちれば罪のない子どもも死んでしまう。やっぱり
戦争というのは絶対やっちゃいけない。どんな理由があって
も。戦争というのは、いつもいろいろ理屈をつけるわけです。
「向こうが非常に悪いから正義のためにやるんだ」って言う
けど、正義のための戦争なんてものはないんですよ。 
（ＮＨＫアーカイブス・アナウンサー百年百話「やなせたかしさん〜   

アンパンマンに込めた想い」） 

出典：NHK アーカイブス・アナウンサー百年百話「やなせたかしさん〜アンパンマンに込めた想い」 
   梯（かけはし）久美子 著「やなせたかしの生涯」（⽂春⽂庫） 
 

人権について考える『今週の人権標語』 
公⺠館前掲⽰板に掲⽰しています。 


